
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～メモ～ 

【実践報告Ⅱ】 

「らくらく広場 ～地域で育てるこどもたち～」 

報告者 ：らくらく広場 若者会議 

（社福）交響 

生活支援員 山根 理紗子氏 

（社福）藤田長生会 

生活相談員 松村 彰臣氏 
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実践報告Ⅱ

らくらく広場若者会議

社会福祉法人交響
きつつき共同作業所

設立:1997年9月身体障害者通授産施設「第一きつつき共同作業所」

○「あなたに出会えてよかった」と障がいのあるなしを超えて、
みんながみんなとおもいあえるそんな場所づくりを目指しています。

○事業内容
・生活介護
・短期入所
・共同生活援助
・移動支援
・就労継続支援B型
・計画相談支援
・地域相談支援
・障害児相談支援
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社会福祉法人 藤田⾧生会

 〇神田山⾧生園
 ・1974年（昭和49年）4月に特別養護老人ホームを開園
 ・その方らしい老後が送れるように、一人ひとりに寄り添った家族的
介護を目指している。

 〇事業内容
 ・特別養護老人ホーム（牛田）
 ・ショートステイ（牛田・中山）
 ・デイサービス（牛田・戸坂）
 ・居宅介護支援事業（牛田・戸坂）
 ・地域包括支援センター（戸坂）

目次

 ・らくらく広場とは

 ・コロナ前のらくらく広場の様子

 ・コロナ禍のらくらく広場の様子

 ・ここに至るまでの経過

 ・らくらく広場で大切にしていること

 ・地域や他法人との交流について

 ・最後に
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らくらく広場とは
らくらく広場とは、個食、引きこもり、貧困家庭の子供たち、高齢
者の方の居場所づくり、三世代交流を目的としています。
子どもたちは街にあまり遊び場がない、遊ぶ友達が上級生になり縦
の繋がりがない、そういったところで子供たちの放課後の楽しみ作
りと三世代交流ができ親も安心できる場作りを実施しています。

らくらく広場が始まるきっかけ

平成27年11月
交響と比治山大学（吉田ゼミ・谷渕ゼミ）
初打ち合わせ
“困窮家庭の子どものサポートを”

↓

“地域全体を巻き込んだ活動にしたい”
“施設の若い職員や学生に機会を提供したい”
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らくらく広場プロフィール

対象地域
【戸坂南１.２丁目 大上１.2.3丁目】平均は10～８人
場所
らくらくキッチンマート 今現在は戸坂福祉センター
時間
14:30～16:45
定例会議 毎月第一木曜日11:00～11:30（リモート会議）

33



コロナ禍前のらくらく広場

コロナが流行して・・・

 ・コロナが世界で大流行し、会食制限や密になるような集会を制
限することにより、活動を実施することが出来なかった。

 ・毎月実施していた定例会議も行うことが出来ず、活動の内容や
今後の方向性などを話す機会が持てなかった。

 ・感染が拡大し、法人として活動を実施することが難しい状況に
なり、落ち着くまでは活動を中止せざるを得ない状態だった。

 ・コロナ禍の間で参加していた子供たちが卒業したり、らくらく
広場自体を知らない方たちが沢山いる中で一から模索して行った。
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コロナ禍の活動①（2021年～2022年）
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らくらくキッチンマートの
活動の様子

開催場所

キッチンマート楽らく

戸坂福祉センター
2024年5月～

2022年12月より
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らくらく広場２０２３年度 状況報告
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らくらく広場が
大切にしていること
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地域との繋がり①

地域との繋がり②
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社会福祉法人が手を取り合う

比治山大学との繋がり
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らくらく広場の今後について
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